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I は じ め に 


東日本 に お ける ウラ ナミ シジミ の 発生 に つい て は , 房総 半島 南端 が その 越冬 地 の 一 つ で ある と と が つき と め ら 
れ , さら に 本 種 が そこ か ら 南 関東 へ と , 衣 次 移動 する 状況 に つい て も 1955 一 1957 年 に お ける 鈴木 晃 氏 の 調査 に 
より , ほぼ あき ら か に され た . (①② 

し か し , それ 等 の 研究 に お いて 調査 され た 範囲 で は , 本 種 が 夏期 の うち に 東北 や 北海 道 に 達する こと と に つい 
て 、 何 か 特 殊 な 移動 を 考え ね ば な ら ず , これ を 説明 する た め に , 特殊 な 移動 の 原動力 に 関す る 2 一 3 の 推定 が な 
され て いる が ,。 いずれ も まだ , 実際 例 に つき , 具体 的 な 説明 を 与え る まで に いた っ て いな い . ⑬, (4 

筆者 は 今 か ら 数 年 前 。 偶然 の こと か ら , 本 種 の 長 距 離 移動 の 原動力 に つい て の ヒン ト を 得 。 本 種 の 移動 現象 
を 解明 すべ く , 採集 例 と 気象 条件 の 関係 に つき , 調査 を 続け て きた 結果 , 本 種 が , 日 本 海 の 低 気 圧 等 に 起因 する 
南 の 風 に 乗っ て 移動 する と と を 確信 する に いた り , 本 種 の 移動 現象 の 統一 的 な 体系 を つか むと と が で きた ・ 本 種 
の 移動 は , 昆虫 の 移動 と 気象 条件 と の 関係 が あぁ あきら か に され た , 数 少 い 例 の 一 つと 考え られ る の で , ここ に 報告 
し , 参考 に 共 し た い - 


II 移動 に 関係 する 気圧 配置 


1 メイ スト ー ム と , 日 本 海 の 類 似 低 気 圧 

1960 年 5 月 29 日 , 終日 南 の 風 の 吹 き 荒 れ た 年 
後 , 関東 平野 北端 に ある 栃木 県 大 平 町 の 自宅 に 
お いて , 吹き だ まり に 舞っ て いる 本 種 の 1 9 を 
採集 した. 毎年 この 季節 に は , 印象 に 残る よう 
な 南 風 の 日 が ある の で , と の 南 の 強風 と , ウラ 
ナミ シジミ の 長 距 離 移動 と の 間 に 関 係 が か ある の 
で は な いか と 考え , 調査 し た 結果 , この よう な 
強風 は ,。 メイ スト ー ム (春の 市 ) と 呼ば れる 現 
象 で ある こと が わか っ た . 

と の メイ スト ー ム と , それ に 類 し た 気圧 配置 
は , ウラ ナミ ンジ ミ の, 早い 時 李 に お ける 移動 
の , 大 き な 原 動力 と な る の で は な いか と 考え た 

で , これ に つい て , 新聞 縮刷 版 の 天気 図 に 
より , 文献 ⑥ の 採集 例 を 照合 し た 結果 , ほぼ そ 
れ を 認め る と と が で きた . 


1) 栃木 県 下都賀 郡 大 平 町 新 1723 
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この 頃 の 日 本 海 に 現われ る 低 気 圧 は , 急 に 発達 し て 大 きく な り , 
その うち の 大 きい も の は , 10 米 以上 の 禁 風 を 吹か せる も の も し ば 
し ば で , メイ スト ー ム と 呼ば れ て いる . 第 1 図 に , 発達 し た 日 本 
海 低 気 話 が ある 天気 図 の 1 例 を 示す .⑪⑰ あと に の べ る 採集 例 の う 
ち , 第 1 表 No.1 の も の は , 本 図 の 低 気 圧 の 風 に よる 移動 の も の 
と 考え られ る . は じ め に の べた , 1960 年 5 月 29 上 日 も , これ と 全く 
同じ よう な タイ プ の 気圧 配置 で あっ た . 

文献 0) の デー タ に つき , 更に 調査 を 進め た 結果 , と の よう に 典 
型 的 な 春の 嵐 の ほか , 日 本 海 を 通る 大 小 の 低 気 庄 の か な り 多 く の 
も の が , ウラ ナミ シジミ の 移動 と 関係 を も っ て いる らし いこ と が 
わか っ て きた . 

第 2 図 に , 極東 に お ける 低 気 圧 の 経路 を 示す が ⑦⑳ , と の うち の 
D, B, E の 経路 を 通る も の が , ウラ ナミ シジミ の 移動 と 関係 が 
ある 日 本 海 の 低 気圧 で ある . D ュ ー ス を 通る も の は , か な り 大 き 
な も の で な いと , ウラ ナミ シジミ の 移動 例 は み ら れ な い が , EE の 
ュー ス で は , か な り 小 さい 低 人 気圧 に よっ て も , 本 種 の 移動 か み ら 
れる よう で ある . 

2 梅雨 末期 の 低 気 圧 

更に 多く の 文献 の 採集 デー タ の 調査 に より , 次 の よう な と と も わか っ た . すなわち , 4,5 月 頃 の ウラ ナミ シ 
ジミ の 移動 は , か な り 発 達 を し た 日 本 海 の 低 気 店 に よる も の で ある が , 7 月 上 名 頃 の 本 種 の 移動 は , 梅雨 末期 の 
梅雨 前 線上 に ある , 小さ な 低 気 圧 に よっ て も 行なわ れる と いう こと と で ある . 梅 輔 は , オホーツク 海 高気圧 と 大 平 
洋 高 気 話 に よっ て 生ずる 梅 国 前 線 に よっ て 超 る か, 梅雨 の 前 期 で は , オ ホ ー ッ ク 海 高気圧 の 方 が 勢力 が 強い の で , 
前 線 は 日 本 の 南 に 依 沿 し て いる こと が 多く , し と し と と 山 が 降り 気温 は 低く , 北 よ り の 風 の 吹 く 日 が な 多い. し か 
し 梅雨 の 末期 に な る と , オホーツク 海 高 気圧 が 弱まり , 大 平 洋 高気圧 が は り 出 し て き て , 前 線 は 日 本 海 に 押し 
上 げ ら れ , 低 気 圧 が 日 本 海 を 東 に 進む よう に な る . こと の 時 期 の 日 本 海 の 低 気 圧 は , あま り 発達 する こと は な い が 
ひん ば ん に 現われ る と と が 多い . この 低 気 圧 も , と の 頃 の 前 線 が 梅 国 前 線 と 名 ず け られ て いる だ け で , 3 一 5 月 
の も ゃ も の と 本 質 的 に は 何等 変り な く , 南 風 と 気温 の 高い , 湿度 の 高い 晴天 を 関東 地方 に も た ら す の で , ウラ ナミ シ 
ジミ の 移動 の 原因 と し て 重要 で ある . 

3 7 一 8 月 の 台風 お よび 熱帯 性 低 気 圧 
前 に の べた 2 つの 気圧 配置 は , 温 演 性 低 気 圧 が 5 
日 本 海 に 入っ た 場合 の も の で あり , 本 質 的 に は , あ 
まり 変り な いも の で ある が , と れ と は 異 っ た 高温 多 
混 の 南 風 の 原因 と し て , 7 一 8 月 の 台風 お よび 熱帯 
性 低 気 話 が ウラ ナミ シジミ の 移動 に 関係 し て いる と 
と も わか っ て きた . 日 本 附近 に お いて , 台風 や 熱帯 
性 低 気 圧 は , 季節 に より お お よそ の 経路 が 定まっ て 
お り , その 経路 は 第 3 図 の よう な も の で ある .⑳ す 
な わ ち , 南洋 海上 で 発達 し た 台風 は , 偏 東風 に 乗っ 
て 西 へ 進み , その 後 偏西風 に 乗り 替え て 日 本 附近 に 
来る が , 7 一 8 月 頃 は , 太平 洋 高気圧 の 勢力 が 強い 
た め , 九州 西方 を 中 国 大 陸 の 方 まで 西進 し , 偏西風 




















第 2 図 極東 に お ける 低 気 圧 の 経路 ⑳ 
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と ぶつ か っ て , 足踏み 状態 に な る . その た め , 日 本 で は , 数 日 に わた り 太 平 洋 高 気圧 か ら , と の 台風 に 吹込 む 南 
I 





中 採集 例 と 気圧 配置 の 関係 


以上 に の べた, 採集 例 と 気圧 配置 の 関係 の 調査 過程 に お いて 得 ら れ た 資料 と , 更に 多く の 文献 より 求め た 1955 
ー1960 年 の 間 の 採集 デー タ に つき , 気圧 配置 と の 関係 を , 地域 ご と に 分 け て 示し て みた い . 
1 房総 附 近 
第 1 表 は , 房総 附近 に お ける 採集 記録 と , 気圧 配置 の 関係 を 示し た も の で ある が , 表 に よれ ば , No. 1 一 No. 4 
の 例 の よう に 越冬 地 に 近い , 非常 に 早期 の 採集 例 も , 全数 日 本 海 の 低 気 圧 に よる 南 風 と 関係 が ある 採集 記録 で あ 
る と と が な わかる. 第 1 表 の 例 で は , 前 に の べた 気圧 配置 の タメ イプ と 関係 の な い 採集 例 は 1 件 も あな か っ た . また 8 
月 頃 の 遅い 採集 例 も , 南 風 の 日 も の で ある 点 , 8 月 に お いて も まだ 本 種 の 北上 が 続い て いる と と を 示し て お り 興 
味 深い . 
2 東 京都 内 

房総 より 北上 し た 本 種 は , 採集 者 の 多い た めも あり , 東京 都内 に お いて よく 採集 され る . これ 等 東京 に お ける 
採集 記録 に つい て 調査 し た 結果 が 第 2 表 で ある . 第 2 表 の 採集 例 も ほとん ど 全 て が か , 日 本 海 に 典 形 的 な 低 気 圧 の 
現われ た 気圧 配置 に な っ た 日 の 当日 > また は その 前 後に 採集 きれ て いる と と が わか る 

















第 1 表 房総 に お ける 採集 記録 














採 集 記 銚 気 久 条件 の 現れ た 日 * 
No. 
年 月 日 採 集 地 | 個体 | 採集 者 | 日 (時 ) 気 圧 配 直 風向 | 風力 








1 1956.3.18 館山 市 神戸 ②| 28 | 鈴木 | 16.⑱ 日 本 海 に 998 ミ リバ ペー ル の 低 気 圧 南 18 一 1 
2 1956.4.10 館山 市 神戸 (2)| 多数 | 鈴木 | 10.⑱ 日 本 海 に に 1017 ミ リバ ー ル の 低 気圧 南東 8.56 
3 1956.4.15 | 千倉 町 高塚 山 ②| 1 3 | 鈴木 | 15.(9) | 日 本 海 に 996 ミ リバー ル の 低 気圧 | 南西 6 一 8 






































4 | 1956.4.16 富 浦 町 ② 1 | 鈴木 | 15.⑨ 上 と 同じ 南西 6 一 8 
5 洛 西 部 に ミ バー に に 

5 | 1957.6.10 富山 町 平群 ②| 18 | 鈴木 | 10.0⑱ MA に 1004 ミ リバ ー ル の 低 | |es 

6 | 1955.6.23 大 原 町 ⑳ ? | ロロ | 24.9 人 ーー 締 35 

















7 | 1956.6.24 館山 市 神戸 (31819| 鈴木 | 28.03 | 日 本 海 に 990 ミリ バー ル の 低 気 圧 | 北東 |0.32 





圧 | 南 は .56 


IN 


8 1957.7.6 | 清 浴 山 2②】 ? | 鈴木 | 7.(9⑨)| 日 本 海 に 996 ミリ バー ル の 低 
9 | 1957.7.12 市 川 市 国府 台 (2】 1 8 | 細井 | 12.03 | 日 本 海 に 998 ミリ バー ル の 低 気 圧 南東 23.5 
10 1956.7.22 | 東 金 市 (2 ? | 大 木 | 22.8 | 日 本 海 に 1010 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 責 B. 5~6 
11 1957.7.28 鹿野 山 (⑫| 多数 鈴木 28.08 | 熱帯 性 低 気 圧 が 東 支 那 海 に あり 南南西 3.56 
12 | 1957.8.23 市 川 市 国府 台 (2283e| 細 井 22.08 | メ フト 邊 に 976 ミ リバ ー ル の 低 | 語 |8-n 

13 | 1957.8.29 市 川 市 国府 台 (2) 2 8 | 細井 | 28.08 A 南 6~8 


1 
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*) 日 本 海 を 移動 する 低 気 圧 が ちよ うど 典 形 的 な 形 で 天気 図 上 に 示さ れ た 日 を いう . 風向 お よび 風速 は 東京 の 
も の を 示す . 
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第 2 表 東京 に お ける 採集 記録 








| No 探 集 記 録 気 象 条 件 の 現れ た 日 * 
"| 年 月 日 | 採 集 地 | 個体 | 採集 者 旧 ( 時 ) 気 圧 配 置 。 | 風向 | 風 カ 
1 |1956. 4.26 新宿 | 1 | 悦 沢 25.68 中 部 地方 に 小 低 気 圧 あり 再 商 東 1 一 14 





| 2 li9eo.5e 刻 ぼ 居 選 ? | 岡田 6.⑱ 日 本 海 K998 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 南 16 一 8 | 
3 |eo.s.2z 比 区 稲 付 ? 岡 一 22.08 擬 箇 本 に 1000 ミ リール の 低 気 | 証 | 6~8 














@ 閉 

4 |1960. 6.13 | 衝 宿 区 戸 が ? | 彰 比 奈 | 13.08| 沿海 州 に 1004 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 南 | 2 一 3.5 
= RE 革 古 た 5 NZ- N Tr 2 

5 |1956. 6.15 陵 区 を 自 0 19 | 河 合 | 14.09 日 本 海 に 前 線 に くびれ あり | 











NS 旨い 0 二 
| 6 |1955. 6.17 中 野 区 牙 の | 3 | ルト 刀 | 16.9) 肖 森 東 に 998 ミ リバー ル の 低 気 圧 南南東 3.56 








7 | 1955. 6.18 部 A 2 | ロロ 19.09) 秋田 注 に 998 ミ リバー ル の 低 気 正二 南西 B.5~6 | 


-| OO 
ニー 

















- ママ 足 各 ピア ーッ \ SS ラミー フレ S Pi 
8 |1955. 6.23 中 時 区 0 8 丸 十 丸 24.0) 本 海 北部 5C1008 ミ リ ペ ー ル の 低 | ru ss_e 
9 |1960. 7. 4 | 杉並 区 高 6 | 楽 | 4.(9| H 本 海 に 1000 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 南 16 一 8 
10 | 1959.7.11 際 電 区 直上 訓 軸 16 細井 9.⑳ 日 本 海 994 ミ リ ペ ー ル の 低 気 圧 | 南 B.56 
委 . 


11 |1956. 7.12 部 下 調 布 中 18 比 条 |12.09 I こ 1009 ミ リー ル の 人 Ba26 














13 | 1958.7.28 川 kh 時 国 28.⑱ ーー 980 ミリ バー ル の 低 気 | 古 | 2 8.! 5 
































14 |i955.8.5 区 京 区 光 較 ie 大 瀬 5.68 日 本 海 に 1009 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 東 |3.5~6 


*) 日 本 海 を 移動 する 低 気圧 が ちょ よう ど 典 形 的 な 形 で 天気 図 上 に 示さ れ た 日 を いう . 風向 お よび 風速 は 東 
京 の も の を 示す . 






























































第 8 表 関東 に お ける 採集 記録 
No | ーー 集 記 . 9 条 件 の 現 れ た BHT 
年 月 日 近 集 地 | 個体 | 採集 者 中 (時 ) 気 圧 配 直 | 風向 」 風 カ 
1 | 1960. 5.29 | 栃木 県 大 平 町 19 落 合 | 29.G8| 日 本 海 に 998 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 南 | 6 一 8 
2 '1958. 6.10 NMM 1 | 小池 前 後 の 問 に 低 気 度 な し ( 風 は 当日) | 南 8.5~6 
3 |1959. 6.19 系 巣 競 1 1 ? 16.09) 北海 道 に 998 ミ リバ ー ル の 低 人気 圧 | 南東 8.5~6 
4 1957. 6.28 MW 1 1 直島 20. | 日 本 海 に 1000 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 南 0.8 一 2 
5 | 1955. 7.10 部品 NN 288 関 品 10.08 梅雨 前 線 (の 低圧 部 が 中 部 地方 に 南 16 一 8 
6 1960.7.1o 違 上 2 8 9.69| 日 本 海 に 1000 ミ 9 バー ル の 低 気 圧 | 南東 3.56 








7 | 1956. 7.18 陳 "A 18 衣 七 川 17.0) 日 本 海 に 1000 ミ リバー ル の 低 気 圧 | 東 0.3~2 











CO PS ル 大 
8 | 1957. 7.29 埼玉 県 小川 間 4 | 天 環 28. | 日本 海 に 986 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 南 | 8~10 



























































(8) | 
9 1960.8.7 丸沼 湖 A の eS 7. | 台風 9 号 の 影響 で 南 風 あ り | 南 | 6 一 8 
10 | 1957.8.8 「 業 県 松 FE 川 科 8 i RB バー ル の 6) ERE 
11 | 1957. 8.18 日光 市 区 湯 | 9 | 衣 泊 則 | 前 後 の 間 に 低 気圧 な し 
*) 日 本 海 を 移動 する 低 気 圧 が ちよ うど 典 形 的 な 形 で 天気 図 上 に 示さ れ た 日 を いう . 風向 お よび 風速 は 東 
京 の も の を 示す . 
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第 4 表 東北 に お ける 採集 記録 
本 採集 記 録 気象 条 件 の 現れ た 日 * 
・|「 年 月 日 | 採集 地 | 個体 朋 集 者) 気 圧 配置 風向 | 風 カ 
宮城 県 前 岡 舗 山 | 中 部 地方 に 1002 ミ リバー ル の 低 気 | 。。 
1 | 1958. 6.15 ④ 1 8 13. 8 圧 南 2 ~3.5 
| 品 和良 帳 平 - 
2 |1957. 7.15 箇 知 此 ielg 15.(9) 青森 西 に 低 気 圧 南 | 2 一 3.5 
i 息 . 自 \ | LZ 
| 90565782 仙 打 1 1 前 後 の 間 に 低 気 庄 な し 
It 0 間 巨 5 目 ッ 下 IE 1 
4 | 1958.8.8 OT 前 後 の 問 に 低 気 諾 な し 
WS ーー 人 [n 宙 二天 副 
1960.8.9 帳 形 倒 大 帳 向 ュ * 9.68 CR リバ パール の 低 | 。 | ss 
圭 素 中 三 = 
6 1955. 8.16 芯 株 衝 三 厩 村 吉 3 前 後 の 間 に 低 気圧 な し 南 | 6 一 8 
PDF 目 
7 | 1958. 99 RS 1 8 18.8 日 本 海 に 1004 ミ リバ ー ル の 低 気 圧 | 南 | 6 一 8 
本 253 PE Me! コミ に 県 つが Ee で 3 
8 1959.8.28 度 い ーー 18 前 後 の 間 に 低 気 圧 な し 
9 | 1956. 8.25 上山 I る 24.3 本 半島 に 998 ミ リバ ー ル の 低 気 南東 | 2 一 3.5 
*) 日 本 海 を 移動 する 低 気 訂 が ちょ うど 典 形 的 な 形 で 天気 図 上 に 示さ れ た 日 を いう . 風向 お よび 風速 は 東 
京 の も の を 示す . 
第 5 表 その 他 の 採集 記録 
No. | 刀 集 。 記 録 | 気象 条件 の 現れ た BPY 
年 月 昌 | 抹 抹 地 全休 了 和 )_ 入 左 本 店 | 風 刺 加 
1 |1955. 3.23 | 小田 原 が 1 中 山 28.(9| 低 気 圧 は 東海 道 池 北 北西 8.5 6 
2 | 1955. 4.22 ビビ 清 2 4 九 十 九 | 22.09) カジ ト 西 に 1010 ミ リバ ベール の 低 | エ lp.2-3.5) 
な | 立 に ベー Se 
3 1957。 6、 18 ヽ 田 原 市 の 1 山 品 19.08 1 部 地方 ! こ 1004 ミ リ ル の 低 気 南 3。.5- ン 6 
記 . 上 忠 圧 ド 
4 | 1960. 7. 6 区 時 1e | 4.(9| 日 本 海 に 1000 ミリ バー ル の 低 気 圧 | 南南西 B.5~6 
5 |1960.7.20 | 栖湖 い 1? 松浦 |18.08 能登 島 に 1010 ミ リバ ー ル の 低 入 | 。 | 2 8.5 
6 1955 .7.29 箱根 乙女 1 久野 |28 Tl 地方 に 1008 ミ ! バー ル の 低 気 _ 南 2 6 
| ( | 28. | 直 末 B. 
IN96590 間 6 
8 | "| 左 ke 
8 | 955. 8. 2 陣 ア 回 拓 で 迷 財 | 衣 0 ON - 凍 3.56 
豆 所 才 Ba. 
*) 日 本 海 を 移動 する 低 気圧 が ちょ うど 典 形 的 な 形 で 天気 図 上 に され た HH を いう . 風向 お よび 風速 は 東京 
の も の を 示す . 
3 関東 地 方 
関東 地方 の 本 搬 の 採集 例 は , 比較 的 少 い が , 現在 まで の 所 得 ら れ た デー タ を まとめ る と , 人 第 3 表 の よう に な 
る . 表 の うち , No. 2 と No. 11 を 生ま も の ば か り で ある が か が, 東京 の も の と 比較 


らし で に 5 移動 当日 


I 東北 地方 の 例 で は , 





に 採集 され た と 思 思わ 
4 東 北 地 方 


日 本 海 の 低 気圧 に 


て いる . 
5 


その 他 の 地域 
上 記 の 地域 に 属さ な い が , 


る ゃ の の 割合 





る も の と 台風 の 影 希 ( に こよ る も の が , 


文献 に 見 られ る 採集 


は 少く な っ て い 


に な っ て いる と と 等 が , 


NT エー 


青森 の 採集 例 が 南 風 と 直接 関係 が な いと と , 
ほぼ 同じ 位 【 





他 の 表 の 例 と 異 っ 


例 で , 特殊 な 場所 に お ける も の に つい て 調査 し た 結果 を , 第 5 
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表 に まとめ て お く . 第 5 表 に よっ て る も, 本 種 の 採集 例 が , 
ほとん ど 日 本 海 の 低 気 圧 と 関係 し て いる と と が わか る . 


MV 考 察 内 20 


例 

1 低 気 圧 の 消長 と 移動 と の 関係 

日 本 列島 附近 の 低 気圧 は , 一 般 に 1 日 800 一 1000 キロ メ 

ー ト ル の 速度 で 西 か ら 東 に 移動 する が , 前 に 示し た 各 表 の 15 
採集 記録 の 気圧 配置 は , 低 気 圧 の 中 心 が 能登 半島 の 西 か ら 
北海 道 ま で の 範囲 に ある 状態 で , 天気 図 に あら われ た 時 の 
も の で ある . 低 気 圧 が , この よう な 位置 に ある 日 の 前 後 何 10 
日 間 に , 本 種 が 採集 され た か を , 各 表 の 記録 に より 求め 
その 度数 を 示す と 第 4 図 の よう に な る . 図 に よる と , 採集 
例 は , 低 気 圧 が , 天気 図 の その よう な 位置 に 現われ た 当日 
最も 多く , その 次 の 日 に 得 ら れ た も の が それ に 次 いで いる . 
と の よう な 位置 に 低 気 圧 の ある 場合 , 一 般 に 南関 東 は 低 気 
圧 の 暖 域 に 入っ て お り , 南 の 風 は 強い が , 晴天 と な っ て い 
る こと が 多い の で , 大 部 分 の 本 種 の 移動 は , この よう な 時 
行わ れる も の と 考え られ る . 従っ て 低 気 圧 の 通過 直後 に は , 
迫 准 前 線 が 移動 し て 来 , 風向 きも 変り , 一 時 的 に は 悪天候 に 前 当 日 后 
5 と 好 天 に な り , 前 の 日 第 4 図 低 気 圧 の 現れ た 日 と 採集 例 の 日 付 と 
に 移動 し た も の が 採集 され る た め , と の 日 の あと 3 一 4 日 の 関係 
は 採集 例 が み ら れ る わけ で ある . また 前 日 に 得 ら れる の は , 
低 気 圧 が この よう な 位置 に 来る 前 に も , 南関 東 が 暖 域 に 入る チャ ンス が 多少 は ある た めで ある と 考え られ る . し 
か し 。 非常 に 移動 速度 の 早い 低 気圧 が 急 に 発生 し , 夜中 た 成長 し な が ら 通 過 し て し まっ た 場合 の 翌日 や , 暖 域 に 
入ら ぬ 漫 暖 前 線 よ り 北 の 曇天 の 地 に お いて も 採集 例 か ある の で , まれ に は 夜間 や , 圭 天 や , 小雨 の 時 に も , 本 種 
が 風 に 乗っ て 飛ぶ こと が ある の で は な いか と 考え られ る . 

2 移動 に 関す る 2 , 3 の 現象 の 説明 

ウラ ナミ シジミ の 移動 が , 日 本 海 の 低 気圧 に よる 南 の 強風 に 乗る も ちの で ある , と いう 説 に よれ ば , 従来 より 知 
られ て いた 本 種 の 移動 に 関す る いく つか の 現象 が よく 説明 で きる . 以下 それ 等 の 主 な も の に つい て 検討 し て みる . 
(1) 特殊 な 移動 

本 種 が , 日 本 に お ける 最 北 の 越冬 地 と 考え られ る 房総 南部 より , 現在 まで 観察 され た よう な , 産み つつ , 育ち 
つつ , 滞 次 北上 する 方 法 の み で 移動 し た と する と 。, 6 月 に 東北 地方 に 達する こと や , 秋 ま で に 北海 道 に 達する と 
こと は 不可 能 で ある 。 その た め 上 記 の よう な 移動 方 式 の ほか , 特殊 な 長 距 離 移動 が ある の で は な いか と 考え られ て 
いい た. の 3②,( わ その 原動力 に つい て も , 体 脂 肪 を エネ ルギー 源 と し て , 長 距 離 を 一 気 に 飛ぶ 個体 が ある と する 
説 や ③⑪, 発生 地 附近 より , 上 昇 気流 に 乗り , 遠方 の 特定 の 地形 の 地域 に 到達 する と いう 説 (① が 考え られ て いる 
が , いずれ も ゃ 実際 例 に つき 説明 する まで に 到 っ て いな い . 

一 方 , 本 種 が 日 本 海 の 低 気 圧 に 起因 する 南 の 風 に 乗っ て 移動 する と すれ ば , 秒速 10m の 強風 の 日 に 風 に 乗っ 
た も の は , 時 速 36km で 飛行 する こと と に な り , 越冬 基地 か ら 東 北 地方 中 央 まで , 1 日 で 到達 で きる と と に な る . 
し た が っ て 。 北海 道 や 東北 の それ 等 の 記録 は , 強風 の 日 に 移動 し た も の が 直接 得 ら れん た か , 気温 と 食 草 に 恵まれ 
て 繁殖 し た 次 の 世代 の も の が 得 ら れ た と 考え れ ば , 簡単 に 説明 で きる こと に な る . 第 4 表 を みる と , 宮城 県 や 山 
形 県 まで の 採集 記録 は 。 いずれ も 前 日 に , 本 種 の 移動 に 適 し た 気圧 配置 が か あら われ て お り , 直接 移動 し た も の と 
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考え られ る が , 青森 の も の は , 採集 日 の 前 後に 適当 な 気圧 配置 の 日 が 見 あたら ず , 移住 第 2 世代 また は 第 3 世代 
の も の と 考え られ る . 他 の 地方 の 記録 の も の の 大 き さ は 不明 で ある が , 青森 産 の も の が や や 小型 で ある と いう の 
も (④, この 地 で 得 ら れる も の が , 第 2 世代 の も の で ある た めで は な か ろう か . 

(2) ルー ト と 飛び 石 現象 

本 種 の 東北 地方 に お ける 初 認 日 の 記録 が , 南 か ら 北 へ 正しく 配置 され な い 点 も , 本 種 の 移動 の 一 つの 特性 と さき 
れ て いる .(9⑲) これ に つい て も , 1 年 に 2 一 3 回 , 南 の 強風 の 日 に , 非常 に 少数 の 個体 が , 宮城 , 山形 あたり ま 
で バラ ま か れ た と すれ ば , 初 認 日 の 早 さ は , 採集 地 が 責 に ある か 北 に ある か と は , あま り 関 係 な く , 採集 され る 
チャ ンス が あっ た か , な か っ た か に よっ て 決ま る と と に な り , 確率 的 に も 当然 ば ら ば ら に な っ て くる . 

また , 本 種 の 移動 に , ルー ト や , 飛び 石 現象 が な ある と と る 知ら れ て いる が ⑨。 気温 の 高い , 湿気 の 多い 風 で る も 
山岳 地帯 を 越え る 場合 高 さ に よっ て は 相当 温度 降下 を する の で , 本 種 が 風 に 乗っ て 運ば れる 時 に , 特定 の 山岳 
地 帯 を 越え を る こと が で き な い と 考え れ ば , ある 地方 に は , 本 種 の 強風 に よる 直接 の 移動 は 行なわ れ な く な る . と 
の 結果 飛び 石 現象 が あら われ て 来る も る の と 考え て も よい で あろ う . また , 高度 の あま りな い 場 合 で も , 山岳 地帯 
で は , 風 の 乱 れ を 超す 原因 が 多く , 本 種 の 移動 が 妨げ られ て し まう チャ ンス が 多く な る . 本 種 の 早期 の 採集 記録 
が , 山頂 や 山地 , 林 の へ り 等 に 多い の も と の よう な 風 の 乱 れ の た め の 渦 な ど に まき 込ま れ , そこ と に 止 っ て 
し まう か ら と 思わ れる . 

この よう な 飛び 石 現象 に , 移動 第 2 世代 の る も の の 局 地 的 移動 が か ら ま り , 本 種 の 移動 ルー ト が 決ま る の で は な 
い だ ろ うか . 

(3) 遠 距離 移動 状況 の 年 次 変動 

東北 地方 へ の 本 種 の 拡がり 方 が , 年 に より か な り 異 る と と は , よく 知ら れ て いる が か が , 1955 年 の 秋 は , 東北 地方 
で の 発生 が 特に 多かっ た の で 有名 で ある .(⑲⑨ この と と は , その 年 に 本 種 の 移動 に 適し た 気圧 配置 に な る チャ ン 
ス が 多かっ た こと が , 主 な 原因 だ と 考え られ る 。 

1955-1957 年 に お ける , 本 種 の 移動 に 適し た 気圧 配置 の 天気 図 上 に 発生 し た 回 数 を 調査 する と , 第 6 表 の よう 
に な り , 1955 年 の 7 月 の 発生 回 数 が 非常 に 多かっ た こと が わか る . と の 原因 は , 東 支那 海 に , 足 な み を し て いた 
台風 に よる も の で ある が , 第 5 図 で も わか る よう に , と の 14 回 の 大 部 分 が 越冬 地 附近 に お ける 本 種 の 発生 の 山 と 
一 致し て いた と と が , 本 種 の 移動 に 拍車 を か け , 北海 道 に まで 渡ら ちせ た も の で あろ う . 6 月 以前 の 東北 地方 へ の 
移動 個体 は , 食 草 , 気温 等 の 関係 で ほとん ど 第 2 代 の も の を 残さ な い の で は な いか と 考え られ る . 

3 活 進 的 な 移動 と の 関係 

第 1 表 の 採集 記録 は , 房総 半島 に お ける 本 種 の 滞 進 的 な 移動 波 に つい て , 鈴木 晃 氏 が まとめ られ た 際 の (② 房 
総 半 島 各 地 に お ける 初 飛来 の 記録 より 取っ た も の で ある . 本 表 に よる と , 四方 へ 拡散 し て 行く よう な 移動 法 と 考 
えら れ て いた 滞 進 的 移動 も , や は り 日 本 海 の 低 気 圧 に よる 南 風 に 乗っ た 移動 で あり , 本 質 的 に は , 東北 地方 等 に 
早期 に 達する も の と 同じ も の の よう で ある . と の 点 か ら 考 える と , 滝 進 的 移動 が 行なわ あれ て いる 範囲 と は , 越冬 
地 よ り , 連続 的 に , 卵 , 幼虫 等 が 得 ら れる 範囲 と いう 定義 を する べき で あり , 各 世 代 の 移動 波 の 到達 距離 も 書き 
閑 え られ ね ば な ら な い の で は な い だ ろ うか . 本 種 の 発生 域 は ,。 と の よう に し て 越冬 地 か ら 連 続 的 に 拡がっ て 行く 
範 因 と , 飛び 火 の よ うに , そそ の まわ り に 点々 と 出現 する 発生 域 と が , 互 に 拡大 し て , つなが りあ いな が ら 拡 が っ 
て 行く の が , 本 種 の 拡 か り 方 の 実態 な の で は な いで あろ うか . そし て つい に > 第 6 表 移動 条件 の 発生 回 数 
最後 まで つなが ら な か っ た 飛び 火 地 淀 が , 東北 地方 等 に 残る の で あろ う . 

4 移動 個体 の 発進 地 5 月 | 6 月 | 7 月 

それ で は , 南 風 に 乗っ て 移動 する 本 種 の 発進 地 は ど と な の で あろ うか . 当 1955 年 | 4 | 4 | 14 
然 越 科 地 に 近い 発生 密度 の 多い 地帯 と 考え られ る . これ に つい て 有力 な 証拠 | 1956 年 | 4 
を 与え て くれ る の が , 鈴木 晃 氏 の 1955 一 1957 年 に わた る , 房総 南部 保田 町 に 
お ける 本 種 の 発生 消長 の 調査 記 銚 で ある ・〈2) 第 5 図 は , 1955 一 1957 年 に わ 
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た る 房総 南部 保田 町 の 本 種 の 発生 消長 を 示す 横 の 太線 に , 本 種 の 移動 に 適し た 気圧 配置 が 現われ た 日 を 示す 細い 
統 線 を 記入 し , 更に 第 1 表 - 第 4 表 に お ける 本 種 の 採集 記録 を 打点 し た . 図 に よる と , 本 種 の 各地 に 
お ける 是 期 の 採集 記録 が , 南 房 に お ける 本 種 の 発生 期 と よく 一 致し て お り , し か る 日 本 海 に 低 気圧 が 現われ た 日 
の 前 後に 得 ら れ た も の で ある こと が よく わか る . と の 図 は , 日 本 海 に 低 気 圧 の ある よ 人 人 こと 本 種 が 
移動 する こと と , 5 一 7 月 に お ける 本 種 の 移動 個体 の 発進 地 が 保田 町 また は それ に 近い 南 房 で ある と いう こと と 
は っ きり と 示す 資料 で ある と いえ よう . 

5 移動 原因 の 推定 

最も 問題 に な る の は , 本 種 が 南 風 の み に 乗 る の か , その 他 の 方 向 の 風 に も 乗る の か と いう と と で ある . 春 か ら 
夏 に か け て の 本 種 の 移動 は , 本 種 の 供給 源 と な る 房総 半島 が , NII 
に 乗る よう に 考え られ る の か , 本 種 が 南 風 の み を 選択 し て 移動 する の か は , 大 き な 間 題 で も る か ら で あ る . し か 
し , 房総 半島 南端 に お ける 数 少 い 越冬 個体 が ,。 いずれ の 方 向 の 風 に MP 
ち に , みな 海 の 中 へ 吹き NE 2 SE と 考え られ る . 

と の 選択 に 関し て は , 今後 越冬 地 附 近 に お ける 研究 が 更に 行なわ れ ね ば な ら な い が , 筆者 の 推定 
海 の 低 気 圧 に よる 責 風 の 持っ て い i 高 肖 が 本 種 の 活動 を 活発 に させ , それ が 南 風 に 3 a 
な いか と いう こと で ある . また , 気圧 の 低下 に 対す る 感 党 も と れ に 加わ る か ゃ も 知れ な い . 春 か ら 夏 に か け て の 日 
本 海 の 低 気 圧 は , その 年 に お ける , その 時 期 ま で の , 最高 気温 を し ば し ば も た らし , 次 に 最高 気温 の 日 を も た ら 
す の も , 次 の 日 本 海 の 低 気 圧 な の で ある 

また , 小笠 原 高気圧 か ら の 暖 い 風 は , 高気圧 の 末端 に 来る まで に た っ ぷり 湿気 を 吸い 上 げ て 来る . 





を 











1957 


1956 


1955 





5 月 


8 月 
| 日 本 海 の 低 気 圧 ・ 採集 例 ーー 発生 期 
第 5 図 本 種 の 発生 期 と 移動 の 関係 
ヒマ ラ ヤ の 幅 (4000m) で 大 吹雪 の 後 で み ら れ た ウラ ナミ シジミ の 話 ⑨) も , 吹雪 を も た ら す よう な 多 混 の モ 
ンス ー ン に 本 種 が 乗っ て 来 た こ と を 示す 1 例 で は な い だ ろ うか . 
6 北半球 に お ける 気候 の 変動 と の 関係 
最近 の 学説 に よれ ば , 周期 的 な 太陽 黒点 の 増減 等 に より , 北半球 の 気 侯 が 変化 する 状況 は , 日 本 附近 の 緯度 に 


お ける 前 線 の 北上 南下 に , は っ きり と あら われ て くる と いわ れ て いる . すなわち , 北半球 の 気 侯 が 温暖 に な る と , 
前 線 の 位置 が 北 に か た よる と いう の で ある . 
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と こうして, 北半球 の 気候 が 温暖 に な り , 前 線 が 北上 すれ ば , 当然 現在 より , 日 本 海 を 低 気 圧 が 通過 する 頻度 が 
多く な り , ウラ ナミ シジミ の 移動 は 活発 に と な る と いう こと こと が いえ える. 

と の よう な 観点 か ら み る と , 本 種 が , 日 本 附近 に お いて , 日 本 海 の 低 気 圧 に よる 南 風 に 乗っ て 移動 する と いう 
と と は , 本 種 の 習性 が , 北半球 の 大 き な 気 候 の 変化 に 対し て も , うま く 適 広 し て いる と と を 示し て いる の で は な 
い だ ろ うか . 


V お す び 


以上 , ウラ ナミ ンジ ミ の 東日本 に お ける 採集 記録 を 調査 し た 結果 より , 次 の よう な 結論 を まとめ る と と が で き 
る . 
(1) 東日本 の ウラ ナミ シジミ の 移動 は 日 本 海 の 低 気 話 に よる 南 の 風 に 乗っ て 行わ れる . 
(2) Q①) に より , 本 種 が 意外 に 早く 東北 地方 に 達する と と や , 移動 に 飛び 石 現象 や シー ト が ある と と 等 が うま く 
明 で きる . 
(3) 従来 考え られ て いた 洛 進 的 な 移動 と , 長 距離 移動 と は ,。 いずれ も 南 風 に よる も の で あり , 本 質 的 な 差 は な い - 
(4) 5 一 7 月 の 採集 記録 は , ほとん と 南 房 の 発生 期 と 一 致し , こと の 時 期 の 移動 個体 の 発進 地 は 南 房 で ある と 考え 
られ る . 
(5) 南 風 を 選択 し て 移動 する 原因 は 高温 多湿 等 に 感ずる た め と 推定 され る が , 今後 検討 し な けれ ば な ら な い - 
(6) 本 種 の この 習性 は , 北半球 の 気候 変動 に も うま く 順 応 し て いる と 考え られ る . 
終り に 当っ て , 貴重 な 研究 結果 を 引用 させ て いた だ いた , 参考 文献 の 著者 の 方 が た な ら び に , 御 助 言 と 資料 を 
与え られ た 磐 瀬 太郎 氏 に , 厚く 御礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


In order to elucidate the causes of the migration of Lampides boeticus in the eastern part of 
Japan, the author has proposed a hypothesis. That is, the migrations of this butterfly in spring 
and summer are attributable to the south winds caused by some special atmospheric distributions, 
which are shown in weather charts: ‘May storm’, or similar low pressure in the Japan Sea, or 
summer typhoon in the East China Sea. 

In this paper, 55 records of this butterfly collected in the migration seasons in the eastern part 
of Japan are listed, and most of them are in good agreement with the days on which the said 


atomospheric distributions appeared in weather charts. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1964] TYO TO GA (70) 


ene 


The author also discussed several aspects of the migration, and concluded as follows: 

(1) The exceptional early arrivals of this butterfly in the T6hoku district can be well explained 
by the proposed hypothesis. 

(2) There was no substantial difference between the short and long distance migrations, contrary 
to what had been generally thought. 

(3) The recorded dates of capture are in good agreement with the emerging season of the adult 
butterflies in southern B6s6 peninsula, from where, it can be presumed, they started. 

(4) It can also be presumed that high temperature and high humidity of the south winds were 
favoured by the migrating butterflies. 


(5) It is thought that, this habit of the butterflies has well adapted to the climatic changes in 
the northern hemisphere. 





モン キア ゲハ の 水浴 に つい て 
松 枝 凍り 


“Bathing” by Papilio helenus nicconicolens 


By Akira MArsuspA 


チョ ウツ の 水浴 (Bathing) に つい て は , “ 蝶 と 上 燃 ” (Vol. XIV, Pt. 4, 1963) に 磐 瀬 太郎 氏 に より , 武藤 明 氏 の 

ミト リヒ ョ ウ モ ン の 水浴 , 松浦 誠 氏 の アゲ ハチ ョ ウ の 水浴 が 紹介 され , 説明 (解説 ) が あっ た の で , 注意 し て い 
た 所 , 石川 県 手取 川中 流 (石川 郡 稔 来 町 白山 地内 ) 本 流 で 水浴 (Bathing) と 思う 稚 察 を 8 月 5H (1964) 全く 
無風 状態 の 午後 6 時 2 分 目撃 し た の で 報告 する . 























当 FH は 日 中 38"C 内 外 と な り 終 日 快晴 で , 午後 6 時 約 30*C ( 鈴 来 町 三宮 町 , 石川 県 林業 試験 場 。 自記 温度 計 ), 
太陽 は 3 時 半 項 山 彰 と な り , 水温 は 約 18*C, 川面 の 温度 不明 . 現場 は 写真 の 通り 水 成 岩 か ら 成 り , 川幅 約 7 


8m, 水深 約 2.5m で , ほとん ど 留 水 状 で あっ た . 飛翔 経路 は 挿入 線 の ご と く 対 崖 よ り の 飛来 で , 怒 場 を 離れ る 
と 水面 すれ すれ に 降下 し , 手前 
岸 ( 約 5m) に 到達 後 , 直ぐ 折 
返し , 川 , 中 央 部 に 戻り , 水面 
より 10 一 15cm 上 部 より 一 見 誤 
を つけ る よう に し て , 贅 を と じ 
頭 部 か ら 逆 立ち 気味 に し て 約 3 
cm 内 外 水 中 に 入っ た が 朋 間 的 
RM 


の 





だ 。 この モン キア ゲス は 尾 状 
起 は 勿論 , 鱗粉 の か すれ も な い 
程度 の 新鮮 な 個体 で あっ た が 雌 
雄 の 別 は 直感 的 や , 個体 の 大 き 
さか ら 上 と 思っ た が 断言 出来 得 
な い . 目撃 距離 約 10m. 


1) 石川 県 鈴 来 町 三宮 石川 県 林業 試験 場 
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